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　時下、 ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　群馬大学医学部附属病院は、 平成２２年３月に重粒子線がん治療を開始し、 同年６月には、 総合病院で

初めて、 先進医療を行う重粒子線治療施設として認定を受けました。 この重粒子線治療は、 世界をリード

する我が国の革新的ながん治療法であり、 近い将来の重要な治療法としてさらなる普及に向けた取組が求

められています。

　群馬大学はこの要請に応えるべく、 重粒子線医工学に携わるグローバルリーダー養成を目的に、 文部科

学省の 「平成２３年度博士課程教育リーディングプログラム」 に応募し採択されました。 本プログラムでは、

平成２４年度に大学院医学系研究科にリーディングプログラム重粒子線医工連携コースを創設し、 放射線腫

瘍医、 医学物理士、 加速器工学者、 放射線生物学者などのグローバルリーダーを養成します。 これにより、

研究の途から普及段階に入っている現在の重粒子線医工学におけるトップランニングを加速し、 さらなる技

術革新を担う世界で活躍できる人材を送り出します。

　今回の医工連携研究会では、 附属病院で実施している重粒子線がん治療に関わる多くの問い合わせに

お応えするため、 その目的 ・ 方法 ・ 効果などについてご紹介すると伴に、 基調講演において、 和泉医学

系研究科長から、 重粒子線治療の基礎研究 ・ 臨床研究、 重粒子線医療の研究戦略、 並びに 「博士課程

教育リーディングプログラム」 に関わる人材養成についてご紹介いたします。 講演Ⅰでは、 重粒子線医学

センターの大野副センター長から、 重粒子線治療の流れや適応と効果について、 講演Ⅱでは、 昭和地区

事務部医療サービス課の小出課長から、 重粒子線治療を受ける際の先進医療と保険診療の併用治療につ

いて、 講演Ⅲでは、 生産システム工学専攻の保坂教授から、 医学 ・ 工学融合のリーディングプログラム

重粒子線医工連携コースについて、 講演Ⅳでは、 前橋工科大学生命情報学科の鍾教授から、 知的情報

処理と医工連携についてご紹介いたします。

　皆様お誘い合わせの上、 ぜひご参加いただきますようご案内申し上げます。

群馬重粒子線医学の現状と今後の展開(ご案内）

平成２３年度第二回医工連携研究会
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